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大
学
史
料
室
所
蔵
史
料
の
紹
介
（ 

二 

） 

 
 

「東
京
農
業
大
学
鳥
瞰
図
」 

お
よ
び
「
農
大
よ
み
こ
み 

い
ろ
は
か
る
た
」 

 

 

 

こ
こ
に
紹
介
す
る
二
つ
の
史
料
は
、
い
ず
れ
も
本
学
卒
業
生
中
川
音
五

郎
氏
の
作
品
で
あ
る
。
中
川
氏
は
、
一
八
九
三
年
（
明
治
二
十
六
年
）
、

現
在
の
福
岡
県
直
方
市
に
生
ま
れ
、
横
井
時
敬
と
も
ゆ
か
り
の
深
い
福
岡

県
立
農
学
校
を
卒
業
後
、
一
九
一
五
年
（大
正
四
年
）
に
、
専
門
学
校
令

に
よ
る
私
立
東
京
農
業
大
学
（
常
磐
松
時
代
）に
入
学
し
た
。
一
九
一
八

年
（
大
正
七
年
）
、
農
大
を
卒
業
、
三
井
合
名
会
社
（
三
井
不
動
産
の
前

身
）
に
入
社
し
、
同
社
の
三
井
牧
場
に
勤
務
、
の
ち
場
長
と
な
っ
た
。
「
東

京
農
業
大
学
鳥
瞰
図
」
は
、
卒
業
頃
の
大
学
を
思
い
起
こ
し
、
一
九
七
一

年
（昭
和
四
十
六
年
）に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
農
大
に
隣
接
し
て
、
上

部
に
は
「
青
山
学
院
」
が
あ
り
、
左
上
に
は
「
御
料
乳
業
場
」
、
さ
ら
に
「
と

き
わ
松
」
と
朱
書
さ
れ
て
い
る
。
右
、
中
央
よ
り
や
や
下
に
、
青
山
ほ
と
り

に
歌
わ
れ
る
聳
ゆ
る
「タ
ン
ク
」が
描
か
れ
て
い
る
。 

 

二
、
三
頁
に
掲
載
し
た
史
料
は
、
「
農
大
よ
み
こ
み 

い
ろ
は
か
る
た
」
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
四
十
七
枚
の
い
ろ
は
カ
ル
タ
（と
言
って
も
一
枚
一
枚
は
、

通
常
の
カ
ル
タ
よ
り
か
な
り
大
き
い
）
の
う
ち
一
部
の
み
紹
介
し
た
が
、
中

川
氏
在
学
中
の
記
憶
な
ど
を
中
心
に
、
そ
の
後
、
一
九
八
〇
年
（
昭
和
五

十
五
年
）
頃
ま
で
の
農
大
に
つ
い
て
描
い
て
い
る
。
「
い 

命
の
源
東
京
農
大
」

に
始
ま
る
読
み
札
と
、
そ
の
解
説
も
興
味
深
い
。
な
お
、
こ
の
カ
ル
タ
は
、

一
九
八
〇
年
の
収
穫
祭
で
展
示
さ
れ
た
。 

 

こ
れ
ら
の
史
料
が
描
か
れ
た
の
は
、
い
ず
れ
も
中
川
氏
の
晩
年
で
あ
る
。

中
川
氏
は
、
晩
年
を
世
田
谷
区
成
城
に
住
ま
い
さ
れ
、
世
田
谷
区
立
郷

土
資
料
館
に
陳
列
さ
れ
た
と
い
う
「
明
治
の
農
家
の
一
日
」
ほ
か
、
多
く
の

絵
で
見
る
風
物
詩
を
描
き
つ
つ
、
老
後
の
生
活
を
楽
し
ま
れ
た
。 
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読
み
札 

い 

命
の
源 

東
京
農
大 

ろ 

論
よ
り
実
践
経
済
学
科 

は 

花
と
緑
の
農
大
キ
ャ
ン
パ
ス 

に 

庭
か
ら
理
論
へ
造
園
学
科 

ほ 

本
な
ら
何
で
も
農
大
図
書
館 

へ 

屁
理
屈
だ
け
で
は
育
た
ぬ
作
物 

と 

鶏
か
ら
牛
ま
で
畜
産
学
科 

ち 

中
興
四
代
の
千
葉
学
長 

り 

理
想
は
農
業
づ
く
り
の
短
農
科 

ぬ 

主
は
化
学
出 

私
は
栄
養
出 

る 

る
ん
ば
も
得
意
な
農
大
生 

お 

男
の
中
の
男 

応
援
団 

わ 

忘
れ
ち
ゃ
な
ら
ぬ
六
万
校
友 

か 

禍
を
福
に 

三
代
佐
藤
学
長 

よ 

横
井
博
士
は
初
代
学
長 

た 
他
に
類
見
な
い
父
兄
の
集
い 

れ 

歴
史
は
な
が
し
九
十
年 

そ 

育
て
の
親 
大
日
本
農
会 

つ 

土
の
ふ
る
さ
と
農
大
農
場 

ね 

根
強
い
伝
統 

農
学
科 

な 

内
藤
博
士
は
六
代
学
長 

ら 

ラ
ー
メ
ン 

ス
テ
レ
オ 

何
で
も
生
協 

む 

昔
な
つ
か
し
常
磐
松 

解
説 

地
で
行
く
体
験
の
数
か
ず 

想
い
お
こ
す
農
場
生
産
物
の
販
売
実
習 

都
塵
を
忘
れ 

青
春
を
語
る
群
れ 

よ
り
よ
き
自
然
環
境
を
想
像
し
つ
つ 

先
人
の
教
え
を
求
め
自
ら
の
進
路
を
拓
く
た
め
に 

言
葉
も
程
々
先
づ
実
践
躬
行 

愛
と
真
理
を
身
に
つ
け
て 

政
・産
の
敏
腕
家 

八
十
五
才
の
青
年
い
ま
や
亡
し 

な
が
い
裾
野 

い
ば
ら
の
道
を
ふ
み
こ
え
て 

お
互
い
に
う
る
お
い
と
あ
た
た
ま
り
の
あ
る
家
庭
を
築
こ
う 

青
春
の
若
き
発
散
の
ひ
と
と
き 

校
運
を
か
け
て
の
雄
叫
び 

越
し
方
つ
の
る
母
校
愛 

戦
後
復
興
に
献
身 

今
ぞ
見
る
桜
丘
の
隆
昌 

明
治
稲
作
の
創
始
者 

本
邦
に
於
け
る
明
治
勤
農
第
一
人
者 

年
に
一
度
の
父
兄
会
農
場
宿
泊
見
学 

農
場
生
産
品
の
賞
味
歓
談 

本
邦
最
古
の
農
業
大
学 

日
本
勧
農
の
主
旨
に
よ
る
最
古
の
大
日
本
農
会
総
裁
梨
本
宮
守
正
王 

他
力
を
加
え
ず
自
ら
の
完
成
に
な
る
厚
木
綜
合
農
場 

原
理
の
探
究
応
用
に
及
ぶ 

日
本
農
業
の
先
駆
者
の
養
成
に
つ
と
め
た
校
友
二
番
目
の
学
長 

自
ら
利
用
し 

協
同
経
営
の
芽
生
え 

宮
内
省
御
料
乳
牛
場
よ
り
か
い
ま
見
た
農
大
校
舎
の
一
部 
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溌
刺
堅
固
の
心
身
発
揮 

と
び
出
し
、
聞
き
、
見
る
心
根
若
さ 

実
力
統
帥
の
士 

生
涯
の
宝
、
あ
の
と
き
あ
の
こ
ろ
を
を
生
か
す 

歯
に
衣
き
せ
ず 

ゼ
ミ
ナ
ー
の
活
用 

ス
ク
ス
ク
延
び
る
自
然
を
満
喫 

国
力
の
一
端
を
担
う
理
想
に
燃
え
て 

談
論
風
発
母
校
の
た
め
に 

自
ら
を
養
い
大
学
の
繁
栄
を
祈
り
つ
つ 

学
生
時
代
は
応
援
団
長 

剣
道
部
主
将 

陸
上
部
監
督 

質
実
剛
健
は
こ
れ
よ
り
始
ま
る 

大
い
に
学
び 

大
い
に
楽
し
む 

収
穫
祭
の
風
物
詩 

名
物
大
根
お
ど
り 

日
本
作
物
学
会
初
代
会
長 

初
期
の
帝
国
学
士
院
会
員 

飛
躍
す
る
農
具
の
数
々 

平
和
に
流
れ
る
水
、
水 

広
大
天
地
勇
躍
め
ざ
し
て 

未
来
の
我
家
に
心
し
て 

伝
統
技
術
を
生
か
し
つ
つ
科
学
的
に 

反
応
試
験
を
観
察
し
つ
つ 

そ
ぞ
ろ
歩
き
に
心
も
な
ご
む 

か
つ
て
独
特
の
ア
ン
ゴ
ラ
兎
普
及
に
広
く
足
跡
を
残
さ
れ
た 

日
本
の
衣
食
住
問
題
解
決
の
先
士
を
目
ざ
し
て 

開
け
行
く
は
る
か
な
天
地 

世
界
括
目
の
蛋
白
資
源 

オ
キ
ア
ミ
の
研
究
者 

う 

運
動
は
土
に
鍛
え
た
脚
と
腕 

ゐ 

井
の
中
の
蛙
に
な
る
ま
い
農
大
生 

の 

農
大
の
突
然
変
異 

時
津
風 

を 

鬼
に
金
棒 

理
論
に
実
践 

く 

組
も
う
よ
ス
ク
ラ
ム
教
員
学
生 

や 

山
は
奥
多
摩
妙
義
演
習
林
の
林
学
科 

ま 

眉
清
ら
か
に
一
万
学
徒 

け 

健
実
明
朗
な
れ
や
学
生
会 

ふ 

父
兄
会
は
大
学
の
架
け
橋 

こ 

校
友
初
の
三
浦
学
長 

え 

榎
本
武
揚
は
農
大
産
み
の
親 

て 

手
振
り
優
雅
な
農
大
音
頭 

あ 

あ
ふ
れ
る
情
熱
農
友
会 

さ 

作
物
の
権
威 

二
代
学
長
吉
川
博
士 

き 

機
械
と
水
の
工
学
科 

ゆ 

夢
は
ふ
く
ら
む
拓
殖
学
科 

め 
娶
る
な
ら
佳
人
揃
い
の
栄
養
学
科 

み 

魅
力
は
ア
ル
カ
リ
清
酒 

醸
造
学
科 

し 

試
験
管
振
る
手
鮮
や
か
農
芸
化
学
科 

ゑ 

絵
に
な
る
農
大
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド 

ひ 

平
林
兎
の
博
士
は
七
代
学
長 

も 

炎
ゆ
る
英
知
の
教
養
課
程 

せ 

世
界
に
羽
搏
け
わ
れ
ら
が
農
大 

す 

鈴
木
八
代
学
長
若
さ
で
溌
刺 
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東
京
農
業
大
学
の
人
々
（
一
）
―
渡
瀬
寅
次
郎
― 

 

『
東
京
農
業
大
学
百
年
史
』
を
繙
く
と
、
本
文
二
頁
目
に
一

八
九
一
年
（
明
治
二
十
四
年
）に
陸
羯
南
の
経
営
す
る
日
刊
新

聞
『
日
本
』
に
掲
載
さ
れ
た
育
英
黌
の
広
告
が
再
録
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
は
管
理
長
子
爵
榎
本
武
揚
、
教
頭
荒
川
重
秀
、
幹

事
真
野
肇
に
続
い
て
教
師
、
講
師
陣
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
中
に
渡
瀬
寅
次
郎
と
い
う
名
前
が
見
ら
れ
る
。 

 

渡
瀬
寅
次
郎
（
一
八
五
九
―
一
九
二
六
）
は
、
育
英
黌
農
業

科
が
独
立
し
東
京
農
学
校
と
改
称
さ
れ
た
一
八
九
三
年
（
明

治
二
十
六
年
）
に
同
校
評
議
員
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
一
八
九

五
年
、
横
井
時
敬
ら
と
と
も
に
教
務
委
員
に
挙
げ
ら
れ
、
さ

ら
に
一
八
九
七
年
に
は
大
日
本
農
会
附
属
東
京
農
学
校
商

議
員
と
な
り
、
最
晩
年
の
一
九
二
五
年
（
大
正
十
四
年
）
ま
で

そ
の
任
に
あ
っ
た
。
東
京
農
業
大
学
関
係
者
の
間
で
も
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
渡
瀬
は
東
京
農
業
大
学
草
創
期
に
お
け

る
最
も
重
要
な
人
物
の
一
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
育
英
黌
農
業

科
時
代
の
教
師
・
講
師
陣
の
多
く
は
、
札
幌
農
学
校
出
身
者
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
教
師
陣
の
ほ
と
ん
ど
は
駒
場
農
学
校

お
よ
び
そ
の
後
身
校
の
出
身
者
に
取
って
代
わ
ら
れ
る
。
そ
の
中

で
唯
一
、
長
期
に
わ
た
っ
て
東
京
農
業
大
学
と
関
わ
っ
た
札
幌

農
学
校
出
身
者
が
渡
瀬
で
あ
った
。 

 

渡
瀬
寅
次
郎
は
、
旧
幕
臣
の
子
弟
（
弟
は
渡
瀬
ラ
イ
ン
で
知

ら
れ
る
動
物
学
者
の
庄
三
郎
）
で
、
の
ち
に
北
海
道
大
学
総
長

と
な
る
佐
藤
昌
介
ら
と
同
じ
く
、
札
幌
農
学
校
農
学
科
の
一

期
生
で
あ
る
。
一
期
生
は
、
周
知
の
ク
ラ
ー
ク
博
士
か
ら
直
接 

の
薫
陶
を
受
け
た
。
卒
業
後
は
、
開
拓
使
御
用
掛
、
札
幌
県
御

用
掛
、
農
商
務
省
御
用
掛
（
北
海
道
事
業
管
理
局
事
務
取

扱
）
な
ど
を
経
て
、
茨
城
県
立
中
学
校
長
、
同
師
範
学
校
長
と

な
った
が
、
一
八
八
九
年
（明
治
二
十
三
年
）
に
そ
の
職
を
辞
し

て
以
降
は
、
終
始
民
間
に
あ
っ
て
活
躍
し
た
。
そ
の
最
大
の
業

績
は
、
一
八
九
二
年
（
明
治
二
十
五
年
）
に
種
苗
や
農
具
の
販

売
会
社
・
東
京
興
農
園
を
興
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
東
京
興
農

園
で
は
、
月
刊
誌
『
興
農
雑
誌
』
を
刊
行
し
、
ま
た
横
井
時
敬

の
『
通
俗
農
用
種
子
学
』
な
ど
の
書
籍
も
出
版
し
て
い
る
。
ち
な

み
に
、
東
京
興
農
園
は
、
種
苗
等
通
信
販
売
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
も

評
価
さ
れ
て
い
る
。
渡
瀬
は
、
こ
の
他
、
日
本
園
芸
会
評
議
員
、

農
商
工
高
等
会
議
議
員
、
大
日
本
農
会
理
事
、
大
阪
硫
曹
株

式
会
社
顧
問
、
関
東
酸
曹
株
式
会
社
顧
問
、
智
利
硝
石
普
及

会
日
本
本
部
顧
問
な
ど
と
し
て
農
業
界
で
活
躍
し
、
さ
ら
に

赤
坂
区
会
議
員
・
議
長
、
東
京
市
会
議
員
、
東
京
市
参
事
会

員
な
ど
の
公
職
を
歴
任
し
た
。
渡
瀬
没
後
、
そ
の
遺
志
を
継
い

で
、
新
渡
戸
稲
造
や
内
村
鑑
三
ら
に
よ
り
、
静
岡
県
の
久
連

に
興
農
学
園
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。  

 
 

 
 

 
 

（友
田
記
） 

 

 

第
三
十
七
回
榎
本
・
横
井
研
究
会
を
開
催 

 

二
〇
一
三
年
三
月
十
一
日
、
東
京
農
業
大
学
本
部
四
階
会

議
室
に
お
い
て
、
第
三
十
七
回
榎
本
・
横
井
研
究
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
研
究
会
で
は
、
榎
本
隆
充
会
員
が
、
「
曾

祖
父 

榎
本
武
揚
に
係
る 

近
況
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表
さ

れ
、
活
発
な
意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。 

 

編
集
後
記 

 

現
在
、
東
京
農
業
大
学
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
（仮
称
）新

図
書
館
棟
の
建
設
が
進
行
中
で
す
。
建
物
の
竣
工
は
本
年
秋

で
す
が
、
新
図
書
館
の
開
館
は
来
年
度
早
々
に
な
る
予
定
で

す
。
大
学
史
料
室
も
そ
の
面
目
を
一
新
し
、
活
用
の
利
便
性

は
さ
ら
に
向
上
す
る
は
ず
で
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。 

 

 

当
史
料
室
で
は
東
京
農
業
大
学
史
に
関
す
る
資
料
を
ひ
ろ

く
収
集
し
て
お
り
ま
す
。
東
京
農
業
大
学
史
関
係
資
料
や
、

各
種
情
報
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も 

結
構
で
す
の
で
、
左
記
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。 

  
 

 

東
京
農
業
大
学 
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